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1.  平成21年9月期第2四半期の連結業績（平成20年10月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月期第2四半期 18,000 ― 762 ― 734 ― 141 ―

20年9月期第2四半期 24,322 4.9 1,642 5.5 1,614 10.1 1,086 △0.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年9月期第2四半期 3.54 3.22
20年9月期第2四半期 25.64 23.43

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年9月期第2四半期 40,281 19,520 48.5 489.22
20年9月期 46,553 23,881 51.3 598.35

（参考） 自己資本   21年9月期第2四半期  19,520百万円 20年9月期  23,881百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  

当連結会計年度末における配当予想額につきましては、現在検討中であり、未定です。 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年9月期 ― 6.00 ― 10.00 16.00
21年9月期 ― 2.00

21年9月期 
（予想）

― ― ―

3.  平成21年9月期の連結業績予想（平成20年10月1日～平成21年9月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,500 △28.3 900 △72.3 750 △76.8 100 △95.9 2.51
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４.その他をご覧下さい。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸 
表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期 
連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
・当連結会計年度末における配当予想額につきましては、世界経済の急激な景気後退による設備投資意欲の低下や円高等、経営環境の先行きが不透明
であり、業績が大きく変動する可能性がある為、その影響を精査したうえで速やかに開示する予定であります。 
・上記の業績予想は、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は今 
後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、４ページ【定性的情報・財務諸表】３.連結業績予想
に関する定性的情報をご覧下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年9月期第2四半期 43,076,347株 20年9月期  43,076,347株

② 期末自己株式数 21年9月期第2四半期  3,174,528株 20年9月期  3,163,597株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年9月期第2四半期 39,908,416株 20年9月期第2四半期 42,360,634株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、金融危機に端を発した深刻な景気低迷下にあり

ます。米国では、雇用環境の悪化が続き、個人消費が大幅にマイナスに落ち込むなど景気後退が急

加速し、欧州・アジアにおいても金融危機の深まりから輸出が急減速しております。一方、日本は

企業収益の悪化に伴う設備投資の落ち込み、雇用・所得環境の悪化により個人消費が一段と低迷し

ております。 

このような経済環境の中、当第２四半期連結累計期間の業績は、ほぼ全ての産業において設備投

資計画の見直しや中止等、設備投資の意思決定には非常に慎重となってきた結果、受注高は157億９

千万円、受注残高は112億７千２百万円と大幅に減少しましたが、売上高は180億円とほぼ予定通り

の計上となりました。 

利益面におきましては、全部門において経費の削減に一層注力した結果、営業利益は、７億６千

２百万円、経常利益は7億３千４百万円、当社が保有する投資有価証券について評価損の計上、繰延

税金資産の一部取崩し等があり四半期純利益は１億４千１百万円となりました。 

なお、当社グループは、当連結会計年度より事業区分の変更を行っております。詳細は「５ 四

半期連結財務諸表 (５)セグメント情報」に記載しております。 

 

①粉体関連事業 

事業区分の変更により第１四半期連結会計期間より従来区分表示しておりました環境関連事業を

含めて表示しております。当事業は、粉砕・分級装置、混合・乾燥装置及び日本市場においての大

気汚染防止装置、製品捕集用集塵装置、精密空調制御装置等を製造販売する当社グループの主力分

野であります。多くのユーザーで急激な景気悪化による設備投資計画の延期、中止等もありました

が、食品・医薬市場は堅調であったほか、環境関連分野として注目を集めている二次電池及び太陽

電池関係は今後も有望視されます。売上高につきましては、当初からの注残案件が順調に出荷され

ました。 

この結果、受注高は130億３千７百万円、受注残高は91億１千７百万円となりました。売上高は

149億８千４百万円、営業利益は16億１千２百万円となりました。 

 

②プラスチック薄膜関連事業 

各種プラスチック薄膜製造装置を生産販売する当事業は、主に３層を中心に、５～９層の多層高

機能フィルム製造装置の開発・製造・販売を行っております。設備投資を左右する原油・エネルギ

ーコストの上昇は落ちついてきましたが、消費低迷により設備投資意欲の回復には至らず受注高は

低迷いたしました。また限られたパイの中での競合激化により利益率の低下が現れております。 

この結果、受注高は21億６千７百万円、受注残高は15億２千万円となり、売上高は21億２千８百

万円、営業損失は１億５千４百万円となりました。 

 

③製菓関連事業 

製菓関連事業は、欧米を中心に製菓装置の製造販売、エンジニアリングを手掛けております。主力

市場である米国において大幅な景気後退により引き続き設備投資の抑制傾向が強まった結果、受注高

は５億８千５百万円、受注残高は６億３千４百万円と依然低迷しております。さらに、競合各社との

競争激化による総利益率の低下等により、売上高は８億８千７百万円、営業損失は２億１千万円とな

りました。 
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２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期末の財政状態については、前連結会計年度末に比べ、総資産はのれん、受取手形及

び売掛金の減少により62億７千２百万円減少し、402億８千１百万円となりました。負債は短期借入

金の増加がありましたが、支払手形及び買掛金の減少などにより19億１千１百万円減少し、207億６

千万円となりました。純資産は期首において在外子会社の会計処理の統一として在外子会社におけ

るのれんの償却を行ったことなどにより利益剰余金が28億６千７百万円減少したことに加え、為替

が円高に振れたことによる為替換算調整勘定のマイナスが大きくなった結果、43億６千万円減少し、

195億２千万円となりました。 

キャッシュ・フローの状況については、営業活動によるキャッシュ・フローは７億４千万円資金

の増加となりました。資金の増加要因として税金等調整前四半期純利益の計上、売上債権の減少が

ある一方、資金の減少要因としてたな卸資産及び仕入債務が減少したことによるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは10億６千２百万円の資金の減少となりました。主として有形

固定資産の取得による支出によるものであります。財務活動によるキャッシュ・フローは６億４千

７百万円の資金の増加となりました。主な要因は短期借入金の増加によるものであります。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

平成21年２月13日付｢業績予想の修正に関するお知らせ｣において公表いたしましたとおり、平成

20年11月18日に公表いたしました通期連結業績予想の下方修正を行いました。 

予算作成時点よりも予想を超えた世界的な景気後退により当社関連市場におきましても、設備投

資の抑制やプロジェクトの延期などがありました。第２四半期連結会計期間においては、第１四半

期連結会計期間と比較して、一部に下げ止まりを示す指標が見られたものの３月の景気動向指数は

８ケ月連続して低下するなど引き続き厳しい経済環境下にありました。下半期につきましても厳し

い経済環境が続くものと予想されており、当面は第２四半期連結累計期間までの実績から大幅に変

化することはないと認識しております。 

以上により、平成21年９月期通期連結業績予想は、売上高355億円(対前期比28.3％減)、営業利益

９億円(対前期比72.3％減)、経常利益７億５千万円(対前期比76.8％減)、当期純利益１億円(対前期

比95.9％減)を見込んでおります。 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

ホソカワアルピネジャパン㈱、Hosokawa Alpine American Inc.を新たに設立したため、連結の範

囲に含めております。変更後の連結子会社の数は、19社となります。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却

価格を見積り簿価切下げを行う方法によっております。 

 
②固定資産の減価償却費の算定方法 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 
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③繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等の著しい変化

が認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックスプランニングに

当該著しい変化を加味したものを利用する方法によっております。 

 
④税金費用の計算 
当社及び一部の連結子会社は、当連結会計年度の税金等調整前四半期純利益（損失)に対する
税効果会計適用後の実行税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益（損失）に当該見積
実行税率を乗じた税金費用を計算する方法を採用しております。 
なお、法人税等調整額は法人税等に含めております。 
 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

たな卸資産 
通常の販売目的で保有する製品・仕掛品については、従来、主として個別法による原価法、原

材料については主として移動平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日)が適用さ

れたことに伴い、製品・仕掛品については主として個別法による原価法(貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）、原材料については主として移動平均法による原価

法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。 

なお、セグメント情報に与える影響は軽微であるため、記載を省略しております。 
 

②リース取引に関する会計基準の適用 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、貸借取引に係る方法に準じた会計処

理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月

17日(企業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日改正))及び「リース取引に関する会計基準の

適用指針」(企業会計基準適用指針第16号(平成６年１月18日(日本公認会計士協会 会計制度委員

会)、平成19年３月30日改正))が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財

務諸表から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準

等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、当該取引に係るリース資

産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし､残存価額を零とする定額法を採用し

ております。また、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース

取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を採用しております。 

なお、この変更による損益への影響はありません。 
 

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の

取扱い」(実務対応報告第18号 平成18年５月17日)を適用し、連結決算上必要な修正を行ってお

ります。 

この修正により、期首の利益剰余金が28億６千７百万円減少しております。また、損益に与える

影響はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,195 3,958

受取手形及び売掛金 10,102 12,922

有価証券 － 250

製品 2,299 1,851

原材料 2,226 2,012

仕掛品 1,824 2,614

貯蔵品 68 69

繰延税金資産 532 738

その他 1,212 1,127

貸倒引当金 △149 △179

流動資産合計 22,311 25,362

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,150 8,673

機械装置及び運搬具（純額） 1,694 1,814

土地 5,095 4,918

建設仮勘定 958 424

その他（純額） 513 555

有形固定資産合計 16,411 16,386

無形固定資産   

のれん 49 3,022

その他 134 198

無形固定資産合計 184 3,221

投資その他の資産   

投資有価証券 781 975

繰延税金資産 164 128

その他 466 512

貸倒引当金 △48 △46

投資その他の資産合計 1,363 1,570

固定資産合計 17,959 21,178

繰延資産   

社債発行費 10 12

繰延資産合計 10 12

資産合計 40,281 46,553
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,281 5,711

短期借入金 1,979 930

未払費用 2,290 2,648

未払法人税等 139 107

繰延税金負債 187 276

前受金 1,792 2,169

賞与引当金 301 395

役員賞与引当金 24 51

製品保証引当金 537 718

設備関係支払手形 159 47

その他 966 1,228

流動負債合計 12,662 14,284

固定負債   

新株予約権付社債 3,999 3,999

退職給付引当金 3,720 4,161

役員退職慰労引当金 104 151

繰延税金負債 234 29

その他 38 45

固定負債合計 8,098 8,387

負債合計 20,760 22,671

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,496 14,496

資本剰余金 5,206 5,206

利益剰余金 6,462 9,588

自己株式 △2,415 △2,412

株主資本合計 23,749 26,879

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △81 △45

繰延ヘッジ損益 1 －

為替換算調整勘定 △4,148 △2,952

評価・換算差額等合計 △4,228 △2,997

純資産合計 19,520 23,881

負債純資産合計 40,281 46,553
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 18,000

売上原価 11,647

売上総利益 6,352

販売費及び一般管理費 5,590

営業利益 762

営業外収益  

受取利息 43

受取配当金 4

持分法による投資利益 3

その他 56

営業外収益合計 106

営業外費用  

支払利息 12

為替差損 59

その他 63

営業外費用合計 134

経常利益 734

特別利益  

固定資産売却益 4

貸倒引当金戻入額 8

特別利益合計 12

特別損失  

固定資産処分損 7

投資有価証券評価損 131

その他 39

特別損失合計 177

税金等調整前四半期純利益 569

法人税等 428

四半期純利益 141
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 569

減価償却費 440

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11

賞与引当金の増減額（△は減少） △119

製品保証引当金の増減額（△は減少） △85

退職給付引当金の増減額（△は減少） △113

受取利息及び受取配当金 △47

支払利息 12

投資有価証券評価損益（△は益） 131

売上債権の増減額（△は増加） 1,895

たな卸資産の増減額（△は増加） △461

仕入債務の増減額（△は減少） △990

前受金の増減額（△は減少） △121

その他 △228

小計 868

利息及び配当金の受取額 35

利息の支払額 △11

法人税等の支払額 △152

営業活動によるキャッシュ・フロー 740

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △958

有形固定資産の売却による収入 6

無形固定資産の取得による支出 △16

短期貸付けによる支出 △94

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,062

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,049

自己株式の取得による支出 △3

配当金の支払額 △399

財務活動によるキャッシュ・フロー 647

現金及び現金同等物に係る換算差額 △337

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12

現金及び現金同等物の期首残高 4,208

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,195
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第１２号）及び「四半
期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第１４号）を適用しておりま
す。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 
 

 
粉体 
関連事業  
(百万円) 

プラスチック
薄膜関連事業 
(百万円) 

製菓 
関連事業 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は 
全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高       

(1)外部顧客に対する
売上高 

14,984 2,128 887 18,000 － 18,000 

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

－ － － － － － 

計 14,984 2,128 887 18,000 － 18,000 

営業利益又は営業損失
(△) 

1,612 △154 △210 1,247 △484 762 

(注)１ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 事業区分の変更 

従来、事業の種類別セグメントの区分につきましては、内部管理上の事業区分を基準として「粉体関連
事業」、「プラスチック薄膜関連事業」、「環境関連事業」及び「製菓関連事業」の4事業に区分してお
りましたが、第1四半期連結会計期間より、「環境関連事業」を「粉体関連事業」に統合し、「粉体関連

事業」、「プラスチック薄膜関連事業」及び「製菓関連事業」の3事業に区分することに変更いたしまし
た。 
「環境関連事業」は、日本国内において、大気汚染防止装置、製品捕集用集塵装置及び精密空調制御装

置の製造・販売を行っておりますが、製品捕集用集塵装置は粉体関連機器と併せて販売されること、精
密空調制御装置においても粉体関連機器とともに利用されることが多くなってきていることなど、「粉
体関連事業」との結びつきが強くなっております。このような状況におきまして、第1四半期連結会計期

間期初より、国内における製造・販売組織の改組を行い、従来の「粉体システム事業本部」及び「環境
システム事業本部」という機種別組織から、「東京本社営業本部」及び「大阪本社営業本部」の地域別
組織に変更しており、この組織改組を契機に事業区分を変更しております。なお、この改組により労務

費等の営業費用の把握が困難になりましたので、当該セグメント区分の変更による影響額の算定につき
ましては、その影響額の記載を省略しております。 
 

３ 事業区分及び各事業の主要な製品 

(1) 粉体関連事業・・・・・・・・・粉砕・分級装置、混合・乾燥装置、機能性複合材料、集塵装置 
精密空調設備、集塵用ろ布 

(2) プラスチック薄膜関連事業・・・プラスチック薄膜製造装置 

(3) 製菓関連事業・・・・・・・・・製菓機械 
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【所在地別セグメント情報】 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 
 

 
日本 
(百万円) 

アメリカ 
(百万円) 

欧州 
(百万円) 

アジア・ 
その他 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は 
全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高        

(1)外部顧客に対する
売上高 

6,251 1,462 10,244 43 18,000 － 18,000 

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

86 28 698 97 911 △911 － 

計 6,337 1,490 10,943 140 18,912 △911 18,000 

営業利益又は営業損失
(△) 

996 △62 415 27 1,377 △614 762 

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域 
(1) アメリカ・・・・・・・アメリカ合衆国 
(2) 欧州・・・・・・・・・ドイツ、オランダ 

(3) アジア・その他・・・・韓国、中国、マレーシア、インド 

 

【海外売上高】 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 
 

 アメリカ 欧州 アジア・その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 1,953 6,941 3,658 12,553 

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － 18,000 

Ⅲ 連結売上高に占める海外
売上高の割合（％） 

10.8 38.6 20.3 69.7 

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) アメリカ・・・・・・アメリカ合衆国 
(2) 欧州・・・・・・・・ドイツ、オランダ 
(3) アジア・その他・・・中国、韓国 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等｣③に記載の通り、第１四
半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱
い」(実務対応報告第18号 平成18年５月17日)を適用しております。この変更に伴い、在外子会
社におけるのれんの償却を行ったこと等により、従来の方法によった場合に比べて、期首の利益
剰余金が28億６千７百万円減少しております。 
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〔参考資料〕 

 

 前年同四半期に係る財務諸表 

 

 (1)中間連結損益計算書 

                         （単位：百万円） 

 
前中間連結会計期間 
(自 平成19年10月１日 
 至 平成20年３月31日) 

売上高 24,322 
売上原価 15,760 

売上総利益 8,562 

販売費及び一般管理費 6,920 

営業利益 1,642 

営業外収益  
 受取利息 79 

 受取配当金 5 
 受取技術料 1 
 投資有価証券売却益 3 

 持分法による投資利益 18 
 その他 81 

 営業外収益合計 190 

営業外費用  
 支払利息 10 

 新株発行費償却 3 
 社債発行費償却 2 
 為替差損 109 

 その他 91 

 営業外費用合計 217 

経常利益 1,614 

特別利益  
 固定資産売却益 4 
 貸倒引当金戻入益 33 

 特別利益合計 38 

特別損失  
 固定資産処分損 4 
 投資有価証券売却損 202 
 投資有価証券評価損 35 

 その他 4 

 特別損失合計 247 

税金等調整前中間純利益 1,405 

法人税、住民税及び事業税 314 

法人税等調整額 1 

少数株主利益 3 

中間純利益 1,086 
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 (2)中間連結キャッシュフロー計算書 
                              （単位：百万円） 

 

前中間連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31

日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  
 税金等調整前中間純利益 1,405 
 減価償却費 558 
 新株発行費償却額 3 

 社債発行費償却額 2 
 貸倒引当金増加額（△は減少額） △180 
 賞与引当金の増加額(△は減少額) △119 

 役員賞与引当金の増加額（△は減少額） △30 
 製品保証引当金の増加額（△は減少額） △3 
 退職給付引当金の増減額（△は減少） △117 

 受取利息及び受取配当金 △84 
 支払利息 10 
 投資有価証券売却益 △3 

 投資有価証券売却損 202 
 持分法による投資利益 △18 
 固定資産処分損 4 

 固定資産売却益 △4 
 売上債権の減少額（△は増加額） 1,488 
 たな卸資産の減少額（△は増加額） 589 

 仕入債務の増加額(△は減少額) △2,550 
 前受金の増加額（△は減少額） △375 
 その他 △879 

 小計 △101 

 利息及び配当金の受取額 84 
 利息の支払額 △14 
 法人税等の支払額 △333 

 営業活動によるキャッシュ・フロー △364 

投資活動によるキャッシュ・フロー  
 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △178 

 有価証券及び投資有価証券の売却による収入 137 
 有形固定資産の取得による支出 △2,096 
 有形固定資産の売却による収入 10 

 有形固定資産の処分による支出 △37 
 子会社株式の取得による支出 △59 
 無形固定資産の取得による支出 △8 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,233 

財務活動によるキャッシュ・フロー  
 短期借入金による収入 2,280 
 自己株式の取得による支出 △2,279 
 配当金の支払額 △343 

 財務活動によるキャッシュ・フロー △342 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △397 

現金及び現金同等物の増加額（△は減少額） △3,339 

現金及び現金同等物の期首残高 8,883 

現金及び現金同等物の中間期末残高 5,544 
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 (3)セグメント情報 
 

【事業の種類別セグメント情報】 

前中間連結会計期間（自 平成19年10月１日 至 平成20年３月31日） 
 

 
粉体 
関連事業 
(百万円) 

プラスチック
薄膜関連事業 
(百万円) 

環境 
関連事業 
(百万円) 

製菓 
関連事業 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は 
全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高        

(1)外部顧客に対
する売上高 17,220  3,439  1,395  2,266  24,322  －  24,322  

(2)セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－  －  263  －  263  △263  －  

計 17,220  3,439  1,658  2,266  24,585  △263  24,322  

営業費用 15,369  3,350  1,440  2,184  22,345  335  22,680  

営業利益又は 
営業損失(△) 

1,850  89  218  82  2,240  △598  1,642  

(注)１ 営業費用のうち消去又は全社の項目を含めた配賦不能営業費用の金額は627百万円であり、その主なもの 
    は､親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

  ２ 事業区分は内部管理上採用している区分によっております。 
  ３ 事業区分及び各事業の主要な製品 
 (1) 粉体関連事業････････････････粉砕・分級装置、混合・乾燥装置、機能性複合材料 

 (2) プラスチック薄膜関連事業････プラスチック薄膜製造装置 
 (3) 環境関連事業････････････････集じん装置、精密空調設備 
 (4) 製菓関連事業････････････････製菓機械 

 

【所在地別セグメント情報】 

前中間連結会計期間（自 平成19年10月１日 至 平成20年３月31日） 
 

 
日本 
(百万円) 

アメリカ 
(百万円) 

欧州 
(百万円) 

アジア・ 
その他 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は 
全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高        

(1)外部顧客に対する売
上高 7,289  1,562  15,409  61  24,322  －  24,322  

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高 

61  15  726  97  901  △901  －  

計 7,351  1,577  16,135  159  25,223  △901  24,322  

営業費用 6,174  1,678  15,080  160  23,094  △413  22,680  

営業利益又は 
営業損失(△) 

1,177  △101  1,054  △1  2,129  △487  1,642  

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 
(1) アメリカ･･････････････アメリカ合衆国 

(2) 欧州･･････････････････ドイツ、オランダ 
(3) アジア・その他････････韓国、中国、マレーシア 

３ 営業費用のうち消去又は全社の項目を含めた配賦不能営業費用の金額は627百万円であり、その主なも

のは､親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 
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【海外売上高】 

前中間連結会計期間（自 平成19年10月１日 至 平成20年３月31日） 
 

 アメリカ 欧州 アジア・その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万
円） 

3,059  10,301  3,958  17,320  

Ⅱ 連結売上高（百万
円） 

－  －  －  24,322  

Ⅲ 連結売上高に占め
る海外売上高の割
合（％） 

12.6  42.4  16.3  71.2  

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。 
２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 
(1) アメリカ････････････アメリカ合衆国 

(2) 欧州････････････････ドイツ、オランダ 
(3) アジア・その他･･････中国、韓国、マレーシア 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
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